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1。はじめに 

地すべり地とは、過去に山が移動した場所で、現在も移動を続けているものが多くあります。ですから専

門家は地形図を見ることで、地すべりの可能性がある場所を見つけることができます。 

大雨が降ると、崖崩れや地すべりが発生しやすくなります。地すべりを例にとり、その理由について「ド

ボク模型」で、考えてみたいと思います。  

2。地すべり地形の断面図 

図１は、地すべり箇所のイラストになります。図２は、イラスト中の縦線位置で輪切りにしたものです。 

図２の破線①③⑦は、地すべりが移動する前の地形で、②③④⑤は移動した後の地形です。①～②は崖で、

③④⑤は地すべりにより地盤が膨らんだ箇所です。図１を見ながら地形を確認してみてください。②～③は

傾斜が緩い地形なので、田んぼや畑として使われることが多いです。地すべり地は水も豊富ですから、耕作

用の水にも不自由しません。②～③の地形には家が建てられることもあります。 

②⑥⑦が移動した面になり、これをすべり面と呼びます。移動すると地盤がこすれて、すべり面付近の地盤

は特別に軟らかくなります。この部分をすべり面粘土と呼びます。その上側の地盤も、移動により地盤が乱

れるので一般的には軟らかくなります。地すべりで移動した地盤が粘土化していることが多いのはこのため

です。 

3。雨と地すべりの関係 

図３は、雨が降ると地すべりが発生する理由を、分かり易く説明するための図です。図２のすべり面②⑥

⑦を公園のすべり台に例えました。このすべり台には 10 人のお友達が座っています。このお友達を動く土

だと思ってください。例えば３番目の人は、傾斜が急なところに座っているので、すべる力が大きく前の人

の背中を押しています。8 番目の人は、自分はすべりませんが後ろの人に背中を押されていて、動かないよ

うに必死で踏ん張っている人になります。地すべりが動くかどうかは、10人のお友達のすべる力と踏ん張る

力の合計で決まります。動いていないときは、踏ん張る力の方が大きいことになります。 

図４は、地すべり地に雨が降ったときの説明図です。 

Ⓐ 雨が地すべり地に降ります

Ⓑ 雨の大部分は地表を流れます

Ⓒ 地中に浸みこむ水もあります

その水が地盤の中に溜まります

Ⓓ 背後の地盤からも水が入ります

長く雨が降ると地盤の中にだんだん水が溜まってきます。水に浸かったお友達は体重が軽くなります。お

風呂に入ったときは身体が軽く感じるのと同じです。身体が軽くなると、踏ん張る力が小さくなります。水

に浸かったお友達は踏ん張る力が小さくなり、踏ん張る力の合計も小さくなります。すべる力はあまり変わ

らないので、すべる力の方が踏ん張る力より大きくなったときに、山が移動することになるのです。 

写真１・写真２は、雨が降る前と降った後を実験したものです。濃い色の部分は動かない地盤で、薄い色が

動く地盤です。写真１は水が溜まっていないので動いていません。写真２はパイプから水を注いで地盤の中

に水を溜めた状態です。水の線がだんだん高くなってきて、ある高さになったところで薄い色の地盤が移動

します。この実験で雨が降り、水が地盤の中に溜まると、山が動くことがわかります。 

4。おわりに 

雨が降ることで地すべりが動く理由を理解することは、簡単なようで結構難しいものです。この「ドボク

模型」は、小中学生の子供たちに理解してもらうために作ったものです。イラストと合わせて理解を深めて

もらうことで、土砂災害に興味を持ってもらえると思います。 
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図 1 地すべり地のイラスト 

 

 

 

 

図 2 地すべり地の輪切り図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 輪切り図の説明図（地下水なし） 

 

図 4 輪切り図の説明図（地下水あり） 

 

 

写真 1 説明模型（地下水なし） 

 

写真 2 説明模型（地下水あり） 

 


